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【事務局】 

・地域福祉課長事務取扱福祉部参事 若菜 進 

・地域福祉課 大島、山本、柴田、登坂 

・株式会社創建（委託事業者） 

 



会議の公開 

（傍 聴） 
公開(傍聴できる) 傍聴者数 ０人 

議   題 

１ 報告事項 

令和６年度墨田区バリアフリー推進協議会の実施内容について 

２ 協議事項 

（１）重点整備地区の選定について 

（２）まち歩き点検の実施について 

（３）（仮称）墨田区移動等円滑化促進方針及びバリアフリー基本構想（骨子案）について 

（４）今後のスケジュールについて 

資   料 

・次第 

・資料 1  （仮称）墨田区移動等円滑化促進方針及びバリアフリー基本構想について  

・資料 2-1 重点整備地区候補地の検討 

・資料 2-2 重点整備地区の選定 

・資料 2-3 重点整備地区で想定される特定事業の例 

・資料 3   まち歩き点検 実施要領 

・資料 4  (仮称)墨田区移動等円滑化促進方針及びバリアフリー基本構想（骨子案） 

・資料 5   策定スケジュール 

会議概要 

１ 報告事項 

令和６年度墨田区バリアフリー推進協議会の実施内容について 

事務局より資料 1 を説明 

 

２ 協議事項 

（１）重点整備地区の選定について 

   事務局より資料 2-1、資料 2-2、資料 2-3 を説明 

 

 〇武井委員 

  「資料 2-3 重点整備地区で想定される特定事業の例」に生活関連施設として鉄道駅、公 

共施設、公園を例示しているが、特定事業を実施する具体的な生活関連施設は今後調整して 

いくのか。 

  

〇事務局 

  資料の生活関連施設は例として掲載しているものであり、具体的な生活関連施設や特定事 

業については、公共交通事業者や各施設管理者等と調整する。 

  

〇山田会長 

 「資料 2-1 重点整備地区候補地の検討」に記載されている重要な主要施設は、特定事業を

実施する施設の候補になると考えられる。このほかに重要な主要施設と考えられる施設があ

れば、ご意見をいただきたい。 

 

〇菊池委員 

 「資料 2-3 重点整備地区で想定される特定事業の例」の公共施設の欄に、授乳室、ベビ

ーチェア、バリアフリートイレの記載があるが、ユニバーサルシートに関する記述等も加え

ていただきたい。 

 

 



〇事務局 

 これまでの会議で、特定事業にはどのようなものがあるのかというご意見があったため、

他区の特定事業を参考に資料を作成した。また、ユニバーサルシートについては、これまで

の協議会でもご意見をいただいているため、意識していきたい。 

 

〇山田会長 

 「資料 2-1 重点整備地区候補地の検討」について、各要件を◎、〇、△で評価しており、

分かりやすい資料となっている。 

課題要件における各地区の評価は、あまり差がないように感じる。また、高齢者等の人口

割合を示す効果要件では、北部の地区に◎が付いている。   

重点整備地区の選定には、地区内に訪れる方や重要な主要施設に訪れる方を中心とした配

置要件に係る内容を優先しているように感じる。今後は高齢化が進んでいる地区等の方の率

直な意見にも応えていく必要があると考えられるが、事務局の考えを聞きたい。 

 

〇事務局 

   重点整備地区の選定には、配置要件とまちづくりの動きの比重が大きいと考えている。 

   なお、課題要件に◎が付いている地区もあるが、区全体を移動等円滑化促進地区とするた

め、各地域において課題とされているものについては、各施設管理者等に意識して取り組ん

でいただきたいと考えている。 

 

  〇山田会長 

   押上駅と錦糸町駅には両駅を結ぶ道路があることから、一体的な地区として考えていく。 

   重点整備地区の具体的な区域については今後精査していくこととなるが、①押上駅・錦糸

町駅周辺地区、②曳舟駅・京成曳舟駅周辺地区の２地区で良いか。 

（委員：異議なし） 

 

（２）まち歩き点検の実施について 

   事務局より資料 3を説明 

 

〇内山委員 

 Ａルート、Ｂルートの両方に点検ポイントとして、都営バスの停留所がある。点検ポイン 

トでの説明方法はどのように考えているか。 

 

〇事務局 

 各点検ポイントの説明は事務局で行い、必要に応じて各事業者の皆様から補足していただ 

く形で考えている。説明内容については、各事業者の皆様と事前に調整させていただく。 

 

〇山田会長 

 点検中の参加者から出たご意見については、事務局で集約し、意見交換の場で議論して 

いただく。 

 

  〇伊藤委員 

   まち歩き点検の実施地域の方への告知はどのように考えているか。該当する地域の町会・ 

自治会の方が、どのようにまちづくりが進んでいくのか把握できている方が良い。 

 

  〇事務局 

   まち歩き点検は、高齢者や障害者等に参加していただく方向で考えている。地域の方の参 

加については、別途検討させていただく。 

    



 

  〇山田会長 

   地域の方のご意見をいただく機会については、事務局で検討していただければと思う。 

また、点検する時間帯以外の状況も集約できると良い。 

 

  〇井上委員 

   墨田区基本構想審議会の委員を携わっており、いかに墨田区らしい計画を策定するのかと

いう視点で議論している。「資料 2-3 重点整備地区で想定される特定事業の例」では、墨

田区らしさが伝わってこない。 

重点整備地区の中に含まれる商業施設への情報提供等といった工夫をすることで、区民の 

方の関心につながるのでは。 

 

  〇山田会長 

   基本構想の中で、重点整備地区を今後どのような水準にしていくのかを記載することとな 

る。また、墨田区が抱える課題の解決や墨田区にしかない取組等を強調しながら記載してい 

くと良い。 

 

  〇事務局 

   基本構想の中で本区の特色は記載するが、内容については協議会でご意見をいただくとと

もに区の上位計画等との整合を図りながら調整する。 

 

  〇菊池委員 

   まち歩き点検の開始時間が１３時、集合は１２時５０分となっている。昼食と休憩時間を

考慮すると時間調整が必要と考えられる。 

   長い距離を歩くことになるので、地域の高齢者の方が参加できるか分からないが、障害者

当事者の意見だけでなく、高齢者の方からも意見をいただけると良い。また、墨田区らしさ

として、例えば歩道上に座れるところが点々とあるようなまちづくりも考えられる。 

 

  〇事務局 

   時間設定については、３０分程度遅らせる方向で調整させていただきたい。また、地域の 

方の視点については、基本構想を策定する上で重要であると考えている。どのような形で意 

見を集約していくか検討させていただきたい。 

 

  〇山田会長 

   様々な属性の方が参加することで、バリアフリーに関する意見を共有し、相互に理解する 

ことができる。 

   点検の時間や参加者の構成、意見の集約方法等については、事務局で調整いただきたい。 

   

（３）（仮称）墨田区移動等円滑化促進方針及びバリアフリー基本構想（骨子案）について 

   事務局より資料 4を説明 

 

  〇山田会長 

   イメージとして提示されている資料であり、重点整備地区の具体的な範囲、特定事業の内 

容や実施時期等については今後協議していくこととなる。 

   22 ページ以降の移動等円滑化促進地区や重点整備地区の考え方等については、アンケート

調査、関係団体等ヒアリング、今後実施するまち歩き点検等の結果を踏まえて記載していく。 

   41 ページ以降は公共交通事業者や施設管理者等と調整しながら作成する。他自治体の基本

構想では、当事者参画の進め方が入っていないところもある。協議会の中で、公共交通事業

者や施設管理者等がどのように当事者参画を進めていくのか記載できると良い。 



 

（４）今後のスケジュール 

   事務局より説明 

 

３ 閉会 

〇事務局 

本日ご発言できなかった内容等については、４月２５日（金）までに事務局へメール等で 

連絡をいただきたい。また、令和７年度第２回協議会は７月頃を予定している。 

 別途、公共交通事業者、施設管理者の皆様には特定事業の調整をさせていただく。 

 

○山田会長 

以上で、第１回墨田区バリアフリー推進協議会を閉会とする。 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

会議の概要は、以上である。 

所 管 課 墨田区福祉部地域福祉課地域福祉担当 （電話０３－５６０８－１１６３） 

 


